
研究紹介

土壌中のある種の菌類が、根
の内部あるいは表面において植
物と共生状態にあるものを菌根
といいます。菌根を形成する菌
類を菌根菌という。陸上植物の
8割が菌根を形成します。外生
菌糸により表面積が増大し、菌
根を形成した植物のリン酸吸収
量が増加します。
菌根菌を接種することにより
作物へのリン酸質肥料の施用量
を削減することができます。
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図 菌根形成によるリン酸施肥削減図 非接種と接種のネギの生育

図 外生菌糸によるリン酸の吸収
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図 分離されたエンドファイト菌類

１ 植物̶微生物共生系の機能解明と農林業
及び環境修復における利用

２ 植物の低リン耐性機構の解明とリン酸資
源の持続的利用技術の開発

２-１ 植物のリン酸獲得機構の解明

２-２ 植物のリンリサイクリング能の解明

１-１ アーバスキュラー菌根菌を利用したリ
ン酸施肥削減技術の開発

１-２ アーバスキュラー菌根菌及び外生菌根
菌による不可給態リン酸の利用

１-３ アーバスキュラー菌根菌、外生菌根菌
及びエンドファイト菌類を利用した環境修復技
術の開発
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図 コンパートメントポットにより採取した土壌溶液中の酸性ホス
ファターゼ活性の検出

図 リン酸資源の循環

図 イネの水耕培養
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インドネシアの熱帯雨林や露天掘り鉱山跡地の土壌からアーバスキュラー
菌根菌、外生菌根菌及びエンドファイト菌類を分離し、植物生育を促進する
菌株をスクリーニングします。これらを熱帯樹種に接種し、荒廃した植生の
修復に利用します。

アーバスキュラー菌根菌の外生菌糸の浸出物をコンパートメント
ポットにより採取し、浸出物中から酸性ホスファターゼ活性が検出さ
れました。これにより有機態リン酸を利用することが可能となります。 根から吸収されたリン酸イオンは植物体内で様々なリン酸化合物と

なり代謝されます。老化した葉でのリン酸化合物の分解を促進するこ
とができれば、体内におけるリンのリサイクリングが可能となります。

根から吸収された養分と光合成産物産物から植物は体内で様々な代
謝産物を合成します。これらの一部は根から根圏に浸出され、不可給
態リン酸の獲得や根圏微生物との共生に利用されます。

図 有用菌株のスクリーニング

図 根による代謝産物の浸出

図 リンリサイクリング 図 イネ品種の低リン耐性


